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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和1年5月16日(2019.5.16)

【公開番号】特開2018-104799(P2018-104799A)
【公開日】平成30年7月5日(2018.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2018-025
【出願番号】特願2016-255283(P2016-255283)
【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  21/12     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  17/06     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ  17/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/683    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｄ    7/12     　　　　
   Ｃ２５Ｄ   21/12     　　　Ｃ
   Ｃ２５Ｄ   21/12     　　　Ｄ
   Ｃ２５Ｄ   17/06     　　　Ｃ
   Ｃ２５Ｄ   17/08     　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｌ   21/68     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月1日(2019.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　図１０は、シール検査、プリウェット処理、および前処理の一実施形態を示すフローチ
ャートである。図１０に示すステップ１からステップ１４は、図８に示すステップ１から
ステップ１４と同じである。ステップ１５では、ドレイン弁１６２を閉じた状態で、処理
制御部１０９は前処理液供給弁１８２を開き、前処理液供給ライン１８１を通じて前処理
液（プリソーク液ともいう）を外部空間Ｓ内に供給し、基板Ｗの露出した表面の全体に前
処理液を接触させる。前処理液の液面が基板Ｗよりも高くなった時点で、処理制御部１０
９は前処理液供給弁１８２を閉じる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　プリウェット液と基板Ｗとの接触は、予め設定された時間の間維持される（ステップ１
６）。上記予め設定された時間が経過した後、処理制御部１０９は、大気開放弁１７２ａ
を開き、大気開放ライン１７１ａを通じて第１外部空間Ｓ１を大気に連通させる（ステッ
プ１７）。さらに、処理制御部１０９は、ドレイン弁１６２を開き、プリウェット液を第
１外部空間Ｓ１からドレインライン１５６を通じて排出する（ステップ１８）。処理制御
部１０９は、大気開放弁１７２およびドレイン弁１６２を同時に開いてもよい。なお、ド
レインライン１５６に液検出センサが取り付けられてもよい。プリウェット液が第１外部
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空間Ｓ１からドレインライン１５６を通じて排出された後に、プリウェット液が液検出セ
ンサにより検出されなくなった段階で処理完了とし、その後、処理制御部１０９がドレイ
ン弁１６２を閉じるようにしてもよい。
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